
 

 

 

 

 

  

 教育週間 （６月 25日～7月 1日）  ご協力、ありがとうございました。 

教育週間が終わりました。6月２５日の土曜授業では、多くの方々に来校いただき、本当に

ありがとうございました。天候不良のため、当初予定の「グラウンドゴルフ大会」が「ペタン

ク大会」に変更となりましたが、子どもたちを中心にみんなで親睦を深めることができました。

授業での子どもたちの様子もご覧いただき、よい励みとなりました。教育週間は終了しました

が、今後ともお気軽に来校いただければと思います。 

 

土曜授業 ６．25 

「道徳授業」命の大切さや人を思いやる心について、自分たちで考え、話し合う道徳です 

       

５・6年「命の重さについて考えよう」      ２・３年「気持ちのよい言葉を考えよう」 

 

「ペタンク大会」 子どもたちをリーダーとして、６つのチームで競いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回は参加人数を絞っての開催でしたが、１０月２３日（日）の運動会では、コロナ禍以前のように地

域共催で行う予定です。子どもたちを真ん中において、みんなでつながり、みんなで盛り上がりましょう。 

南のななつ星  令和４年 7月６日 
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ナイススロー！ 

ねらいを定めて… 

たくさんの方々に参加いただきました 



 

平和キャンドルづくり ６．２８ 

   

毎年恒例となった平和キャンドルづくり。虹だったり、ハートだったり、それぞれの平和のイ

メージをデザインし、思いを込め、ていねいに完成させました。作品は「核兵器の全面的廃絶の

ための国際デー」のある９月に、爆心地公園に飾られる予定です。 

 

被爆体験講話 ６．２９ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

七夕飾り  ７．１ 

クラブ活動の時間に、   さん、   さんにお世話いただき、みんなで七夕飾りをつくり

ました。一人一人の願いが叶うといいなあと思います。 

 

講師は日吉小中学校の   先

生です。「家族証言者」として、

市外、県外にも足を運ばれ広く

講話をされています。今回は義

理のお母様の被爆体験を紙芝居

で伝えてくださいました。 

子どもたちの感想から 

・真美先生のお話を聞いて、戦争はしてはいけないと改めて思いました。 

・爆心地からはなれていても、熱線、爆風、放射線の被害があって普段の

生活ができなくなるので大変なんだなあと思いました。 

・夜に外を見ると長崎が焼け野原になっていて、今までの長崎がかわい

そうだなと思いました。 

・今回はすごくこわくなくて、話す言葉はわかりやすくて、とてもよかっ

たです。 

・ケンカを友だちとしたときは、話合いをして かいけつしたいと思いま

す。 

・これから おともだちに もっと やさしくしたいです。 

・これからは せんそうの ない へいわな せかいに していきたいです。 


